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高線量地点(150μSv/h 超)における指向性モニタリング装置の活用 

○鈴木 智、樋山 悟志、鏡渕 英紀（東京電力ﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ㈱ 福島本部 除染推進室）

１．はじめに 

当社が開発した指向性モニタリング装置を利用することで、測定点における空間線量率の方向影響評価が可

能である。これまでの実績では、主に住民の帰還に資することを目的として使用してきたため、空間線量率が

比較的低い地域を評価対象としてきた。しかしながら、指向性モニタリング装置は、NaI シンチレーションを

コリメータに挿入し、全方向を 26 分割して測定するため、それらを大きく超える空間線量率であっても線量

率の方向影響評価が可能である。そこで、福島第一原子力発電所構内における原子炉建屋周辺を例に、指向性

モニタリング装置を用いた線量率方向影響評価を行ったため紹介する。

２．測定箇所および測定状況 

原子炉建屋周辺の法面下部で、空間線量率が 160μSv/h ある地点において、1m 高さに装置を設置し全方位

測定を行った。また、法面およびプラント（3 号機）方向については、上下方向角度毎の線量率影響の変化を

知るために、15 度ずつ角度を調整したスポット測定を行った。なお、測定箇所の周囲は、地面は表土剥ぎ取

りにより除染済みであり、法面については更にモルタル吹きつけ（フェーシング）が施された状況である。

３．全方位指向性モニタリング結果および考察 

図 1 は法面の下部で全方位指向性モニタリング測定を行った結果である。図 1 より、法面下部の測定点に

おいて空間線量率に影響が大きいのは、プラント（2，3 号機）方向およびその上空方向からの線量率であり、

フェーシングが施されている法面の線量率影響は、プラント方向と比較して十分に小さく、除染の効果を確認

できる。また、上空方向（上下方向 135 度）のみに注目すると、散乱線などのスカイシャインの影響は全て

の方向において一様ではなく、プラントに近い方向になるほど大きくなることがよくわかる。

図 2 は法面および 3 号機方向を、上下方向 90 度から上部に 15 度ずつ変化させ測定した結果である。法面

方向の測定結果より、法面だけを測定している角度（90～105 度）では線量率影響は小さいが、上空が測定範

囲に入るにつれて線量率影響が大きくなっている。これより、法面よりもスカイシャインの線量率影響が大き

いことがわかる。また、3 号機方向の測定結果からは、プラントが測定範囲に入っている方向の線量率が非常

に大きく、上空方向に移るにつれて小さくなっているが、法面方向の同じ角度の上空方向と比較して、線量率

が 2～3 倍になっていることより、散乱線などのスカイシャインはプラント方向の影響が大きいことがわかる。 

以上のように、指向性モニタリング装置を利用すれば、160μSv/h もの空間線量率の場所であっても、線量

率の方向影響評価を定量的に行うことが可能であるため、今後の高線量地域における活用に期待できる。

図 2 スポット指向性モニタリング結果 

図 1 全方位指向性モニタリング結果 
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